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研究成果の概要（和文）：終板器官、脳弓下器官、最後野からなる感知系脳室周囲器官は、典型的な血液脳関門を欠き
、血液由来の情報を直接モニターして体液ホメオスタシス、炎症、摂餌、悪心嘔吐を調節している。今のところ、感知
系脳室周囲器官の血管の特徴については血管内皮細胞が有窓性であることを除けばほとんど知見がない。申請者は成体
マウスの感知系脳室周囲器官において持続的血管新生が起きていることを明らかにした。また、この持続的血管新生が
血管内皮成長因子VEGF依存的に起き、血管の構造や透過性のダイナミックな可塑性にとって重要であることを示唆する
データを得た。

研究成果の概要（英文）：The sensory circumventricular organs (CVOs), which comprise the organum 
vasculosum of the lamina terminalis, the subfornical organ and the area postrema, lack a typical 
blood-brain barrier and monitor directly blood-derived information to regulate body fluid homeostasis, 
inflammation, feeding, nausea and vomiting. Until now, almost nothing has been documented about vascular 
features of the sensory CVOs except fenestration of vascular endothelial cells. I demonstrated that 
continuous angiogenesis occurs in the adult sensory CVOs. My data indicate that continuous angiogenesis 
is dependent on vascular endothelial growth factor signaling and responsible for the dynamic plasticity 
of vascular structure and permeability.

研究分野： 神経科学

キーワード： 血液脳関門　ホメオスタシス　血管新生　炎症
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１．研究開始当初の背景

 

脳では血液脳関門（

BBB）が

制御して

護機構として必須である。一方で、生体恒常

性を保つためには脳と全身で効果的に液性

情報を交換することが必要となる。脳の中で

も脳室周囲器官

CVOs) 

持たず、

また

非常に複雑で、網状またはループ状構造を持

つ。このような血管構築を持つことで、

は血液中の情報を感知したり脳で産生した

ペプチドホルモンを血中へ分泌したりして、

全身との液性情報を交換する「脳の窓」とし

ての役割を果たしている。

てこのような特殊な血管構造を持つ仕組み

は不明であった。

申請者は、

感知する感知性脳室周囲器官

circumventricular organs; 

に注目し

脳弓下器官、最後野は、中枢における免疫応

答の起点であり、悪心・嘔吐といった生命維

持に重要な機能を持つが、

たすために必要不可欠である

保つ特殊な血管構造の構築

った。

ホルモン分泌機能を持つ正中隆起

血管新生が起きてい

(Morita et al., 
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